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建設 DX を加速する共同開発プロジェクトを始動 
〜業務課題の抽出から開発・実装までを⼀体で推進〜 

 
⽮作建設⼯業株式会社（代表取締役社⻑：⽵下英司、以下「⽮作建設」）と株式会社 Malme

（代表取締役：⾼取佑、以下「Malme」）は、2026 年 6 ⽉に締結した資本業務提携に基づき、
⽮作建設の建設 DX を推進する共同開発プロジェクトを開始しました。 

本プロジェクトでは、Malme のエンジニアが⽮作建設の⼟⽊部⾨の業務現場に密着して、
課題の抽出からシステムの開発・実装まで⼀体となって取り組みます。今後は、Malme が有
する AI 技術やデータ活⽤のノウハウ、システム開発⼒を活⽤してリードタイムの短縮や業務
品質の向上を進め、⽣産性の向上と付加価値の創出につなげてまいります。 

 
 

 
【取り組みの背景】 

建設業界では、⼈⼿不⾜が深刻化しており、限られた⼈員で安全と品質を確保しながら事業
を継続していくため、デジタル技術を活⽤した⽣産性向上が重要な課題となっています。⽮作
建設は、2026 年 5⽉に策定した中期経営計画（2026 年度〜2030 年度）において、DX 戦略と
して「ICT 基盤の構築・活⽤による付加価値創出と⽣産性向上」を掲げるとともに、「外部ベ
ンダーとの連携による⽣産システムの刷新・定着」を重点施策と位置付けています。 

⼀⽅で、DX を加速するためには、推進体制や専⾨⼈材の強化に加え、継続的な改善やノウ
ハウの社内蓄積を可能とする仕組みづくりが課題となっていました。こうした課題を解決す
るため、⽮作建設は Malme と資本業務提携を⾏い、業務上の課題の抽出からシステムの開発・
実装までを⼀体で進める共同開発プロジェクトを開始しました。 

 
【具体的な取り組み】 

本プロジェクトでは、営業・積算・施⼯などの各業務に分散しているデータや、熟練者が持つ
ノウハウを整理・蓄積し、業務改善や AI 活⽤につなげるためのデータ基盤の構築を進めていま
す。現在、以下の 3 つの共同開発に取り組んでいます。 
 

 
 
 
 
 
 

<取り組みのイメージ> 



（1）パンウォール⼯事の情報プラットフォーム構築 
⽮作建設の独⾃技術であるパンウォール⼯法の⼯事を対象に、受注予定の案件情報を

⼀元管理するプラットフォームの共同開発に着⼿しました。これまで部署ごとに管理し
ていた営業情報、図⾯・積算データを⼀つのシステムに集約することで、各段階での作
業量を削減、情報共有や意思決定の迅速化を図ります。今後は、パネル製造や施⼯段階
まで⼀元管理する対象を広げるとともに、蓄積したデータを活⽤した類似案件の検索や
受注分析などの AI を活⽤した機能の追加も進める予定です。 
 

（2）パンウォール⼯事の積算業務における⽣成 AI 活⽤ 
パンウォール⼯事の積算業務において、⼯事ごとに異なる条件に対応した積算作業を

⽀援するため、⽣成 AI を活⽤したシステム開発に着⼿しました。これまで熟練者が経
験などに基づいて⾏っていた積算作業を AI に学習させ、複数の案を提⽰することで、
積算業務の効率化と意思決定時間の短縮を図ります。また、熟練者の判断結果を継続的
に蓄積・活⽤することで、システムの精度向上を図ります。 

 
（3）グループ会社の基幹業務システムの構築 

⽮作建設グループのヤハギ緑化株式会社をモデルケースに、⾒積・受注情報や⼯事台
帳データなどを⼀元管理するシステムの構築に着⼿しました。これまで分散していた⼯
事に関するデータを集約し、⼊⼒作業の効率化を図るとともに、決裁状況や原価率など
を速やかに確認できる仕組みを整備します。今後は、他部⾨やグループ会社への展開も
⾒据え、汎⽤性の⾼いシステムとして整備を進めていきます。 

 
【今後の展望】 

両社は今後、現在進めている共同開発を着実に進め、開発したシステムの実運⽤と継続的な
改善に取り組んでまいります。また、各取り組みを通じて得られたノウハウを、まずは⽮作建
設の⼟⽊部⾨内で全体に⽔平展開し、その後、他部⾨やグループ会社にも広げることで、グル
ープ全体の建設 DX 推進につなげてまいります。 

さらに、両社の⼈材交流を視野に⼊れた DX ⼈材育成にも取り組むとともに、本プロジェ
クトで培った知⾒や成果の社内外への展開など、建設業界の⽣産性向上に貢献してまいりま
す。 

以上 
 

 


